
海邦総研ビジネスセミナー 

実務に役立つ財務・税務セミナー    ≪半日コース≫ 

“ココ”が知りたい！ 税務調査の現状と実践対応策 
～ どんな時に“税務調査”が入りやすいのか、事前準備のポイント  

調査の際にあわてない対応法 など ご伝授いたします！ ～ 

 

2013 年8 月27 日（火） 13：30～17：00（開場 13：00） 

株式会社海邦総研 研修室 【那覇市久茂地三丁目２９番６２号（海邦銀行 松尾支店３階）】 

税理士 野原 雅彦 氏（野原税理士事務所） 

 

 
 

税務調査は年々厳しく広範囲に行われ、企業の代表者や経理担当者にいつ連絡が入るのかわかりません。

そのため、『どんな時に税務調査が入るの？』『税務調査では、どこを重要視するのか？』『事前に準備するこ

とは？』『申告に間違いがあった場合、附帯税は大変なの？』など 税務調査に対して日頃感じている“不安”

を払拭するためには、事前の準備や対応が税務調査対策の“決め手”となります。 

本セミナーは、沖縄県内の最新の税務調査の傾向を踏まえたうえで、税務調査の仕組みや税務調査当日の

対応策について具体的事例を交えながら、調査を受ける企業の負担を軽減するポイントについて、専門家が 

わかりやすく解説いたします。 

本セミナーは、このような方におすすめします！！ 

 社長、経理責任者、経理担当者  など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

お申込みの方法、会場へのアクセスについては裏面をご覧下さい。 

講 師 

場 所 

日 時 

セミナーのねらい 

あなたの未来をぐ～っとサポート！

 

 
 

セミナープログラム 

１．最新の税務調査の現状と実態 【基礎知識編】 

① 沖縄県内での動向と税務調査事情 
② 税務調査を拒否することはできるか 
③ 調査官による調査会社の選定はどのように 
行われるのか 

２．あわてないためにも準備が必要 【事前準備編】 

・税務調査の前に準備・確認しておくべきこと 

３．税務調査現場での手法と対応 【当日対応編】 

① 税務調査の1日の流れ 
② 税務調査中における対応 
③ 税務調査で要求される資料と確認するポイント 

４．トラブル事例から見る調査のポイント【事例検討】 

 調査におけるポイントを事例から学ぶ！ 

事例 ① 親族に対する給与が認められなかった 
② 慌てて節税対策を行ったため否認された 
③ 貸倒損失が否認されてしまった 
④ 現金商売での所得隠し（売上除外）が見つかった
⑤ 赤字会社でも税務調査をされた 

５．税務調査の終了の際、確認すべき点【事後対策編】 

① 税務調査の終わり方 
② 税務署の指摘が納得できない場合 
③ 附帯税について 

６．まとめ 
※ あわてないためにも今後の準備を！ 
※ 質疑応答＆個別相談 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊＊＊ 申込先 FAX 098-869-7800 送付状は不要です。そのまま、ご送信ください。 ＊＊＊ 
セミナー受講申込書       お申込日  平成    年   月   日 

2013 年 8 月 27 日（火） 13：30～17：00 

ココが知りたい！ 税務調査の現状と実践対策講座 

海邦ビジネス倶楽部会員 
※○印で囲んでください 

（  会 員  ・  非会員  ） 

海邦銀行お取引店 

【取引店名：     支店】 

会社名 ※正式名称をご記入下さい 

 

  代表者名 

ご連絡担当者 

お名前 

会社所在地（      －          ） 
部署・役職名 

TEL： FAX： e-mail： 

受講者名 所属部署名 勤務年数 
フリガナ   

フリガナ   

 

 

※個人情報の取扱いについて：ご記入頂きました個人情報につきましては、当社サービスの案内やセミナー開催に関する情報を提供する以外の 
目的では利用いたしません。また、登録情報は厳重に管理し、第三者に開示することは一切ございません。 

会場案内図 

ご協力のお願い ご来場の際は、お近くの有料駐車場をご利用いただくか、バス、タクシー、 
モノレール等をご利用ください。  

 
【お申込み方法】 下記セミナー受講申込書をご記入のう

えＦＡＸにてお申込みください。後日、受
講票と請求書をお送りします。 

【 受 講 料 】 １名さまにつき、会員： 8,400 円  
非会員： 12,600 円 （消費税込み） 

※ 主催者、講師の諸般の都合により開催中止の場合も
ございます。 

※ 当日キャンセルの受講料返金は、致しかねますので
ご了承ください。 

【お問 い合 わせ】 株式会社海邦総研 人材開発部 
担当： 安田・屋比久 
TEL：098-869-8728、8700 
http：//www.kaiho-ri.jp/ 

お申込み方法・受講料など

税理士 野原 雅彦 （のはら まさひこ） 氏  （野原税理士事務所） 

平成 12 年 琉球大学法文学部卒業 
平成 14 年 山田＆パートナーズ会計事務所（現：税理士法人 山田＆パートナーズ）に入所 
平成 17 年 株式会社三井住友銀行へ出向（事業承継業務に従事） 
平成 18 年 野原茂男税理士事務所に副所長として勤務 
平成 22 年 事務所を引継ぎ、野原雅彦税理士事務所に名称変更 

【主な著書（共著）】  
病医院の相続・承継・合併の税務Ｑ＆Ａ（中央経済社） 
成功企業の税務・財務戦略（財形詳報社） 
組織再編の法務・税務・会計ハンドブック（日本法令）    新会社法と税制改正（大蔵財務協会）など

講師紹介 

セミナーの中で、野原講師に質問したいこと、Ｑ＆Ａでテーマにしていただきたいことなどございましたらご記入願います。 
その際、会社名・氏名等が特定できないよう配慮いたします。 

（移転中） 
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